
































　基本層序について西区北壁 A-A' 土層断面（第 29 図）に基づき説明する。
１層　暗灰黄色 2.5Y5/2 のシルトで、鉄分を含む。上面の標高 1.8 〜 2.0m、厚さ５〜 10 ㎝である。
中世～近世に形成された層であろうか。
２層　オリーブ褐色 2.5Y4/3 の粘土で、マンガンを含む。上面の標高 1.8m、厚さ 10〜 20 ㎝である。
３層　暗オリーブ褐色 2.5Y3/3 の粘土である。土壌化する。上面の標高 1.6 〜 1.7m、厚さ５〜 15㎝
である。
４層　黒褐色 2.5Y3/1 の粘土である。土壌化する。上面の標高 1.5 〜 1.7m、厚さ 10〜 20 ㎝である。


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































で、内外面に赤色顔料が塗布される。20 は黒色土器 A 類の椀である。高台端部はわずかに肥厚する。
高台貼り付け部で剥離している。９～ 10 世紀に位置づけられる（早渕 1994・1999）。21 は土錘である。
　このほかに、西区包含層でモモの核と考えられる植物遺存体が１点出土している。
　22 ～ 24 は東区の重機掘削中に出土した。出土層位は表土・攪乱もしくは旧河道１埋土の可能性
第３表　出土遺物観察表
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部の境界に粘土帯の接合痕がみられる。黒谷川宮ノ前遺跡の溝 17（SD1017）に代表される 10 世紀前
半の資料と形態・サイズが類似する（早渕 1994・1999）。ほかに東区の重機掘削中に、サヌカイトの
剥片、モモの核と考えられる植物遺存体が１点出土している。
（三阪）
註
１.	近藤玲氏よりご教示をえた。
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